
(57)【要約】
モータで駆動される手持ち式研削盤（１０）、特に偏心ディスク型研削盤は、研削盤ケー
シング（１１）内に軸支された作業スピンドル（１３）と、該作業スピンドルによって偏
心運動のために駆動される回転可能な研削ディスクユニット（１５）とを備えている。該
手持ち式研削盤（１０）は更にまた、前記研削ディスクユニット（１５）と一緒に偏心軸
線（１９）を中心として循環するリング状の第１転動面（２８）と、この第１転動面に対
応配設されていて前記作業スピンドル（１３）の中心軸線（１７）に対して共軸に延びる
中心軸線を有するリング状の第２転動面（３０）とを備えており、この第２転動面に沿っ
て前記第１転動面（２８）は転動することができる。第２転動面（３０）はその中心軸線
を中心として回転可能に支承されている。この第２転動面には、ブレーキ装置（３５）が
対応配設されており、該ブレーキ装置によって、前記中心軸線を中心とする前記第２転動
面（３０）の回転は選択的に、強制駆動のために阻止可能もしくはフリーホイーリングの
ために解放可能である。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
モ ー タ で 駆 動 さ れ る 手 持 ち 式 研 削 盤 、 特 に 偏 心 デ ィ ス ク 型 研 削 盤 で あ っ て 、 研 削 盤 ケ ー シ
ン グ （ １ １ ） 内 に 軸 支 さ れ た 作 業 ス ピ ン ド ル （ １ ３ ） と 、 該 作 業 ス ピ ン ド ル に よ っ て 偏 心
運 動 の た め に 駆 動 さ れ る 回 転 可 能 な 研 削 デ ィ ス ク ユ ニ ッ ト （ １ ５ ） と を 備 え る と 共 に 、 前
記 研 削 デ ィ ス ク ユ ニ ッ ト （ １ ５ ） と 一 緒 に 偏 心 軸 線 （ １ ９ ） を 中 心 と し て 周 方 向 に 延 び る
リ ン グ 状 の 第 １ 転 動 面 （ ２ ８ ） と 、 こ の 第 １ 転 動 面 に 対 応 配 設 さ れ て い て 前 記 作 業 ス ピ ン
ド ル （ １ ３ ） の 中 心 軸 線 （ １ ７ ） に 対 し て 共 軸 に 延 び る 中 心 軸 線 を 有 す る リ ン グ 状 の 第 ２
転 動 面 （ ３ ０ ） と を 備 え て お り 、 こ の 第 ２ 転 動 面 に 沿 っ て 前 記 第 １ 転 動 面 （ ２ ８ ） を 転 動
さ せ る よ う に な っ て い る 形 式 の も の に お い て 、
第 ２ 転 動 面 （ ３ ０ ） が そ の 中 心 軸 線 を 中 心 と し て 回 転 可 能 に 軸 受 （ ３ ４ ） に 支 承 さ れ て お
り 、 前 記 中 心 軸 線 を 中 心 と す る 前 記 第 ２ 転 動 面 （ ３ ０ ） の 回 転 を 阻 止 も し く は 解 放 す る こ
と の で き る ブ レ ー キ 装 置 （ ３ ５ ） が 前 記 第 ２ 転 動 面 （ ３ ０ ） に 対 応 配 設 さ れ て い る こ と を
特 徴 と す る 、 モ ー タ で 駆 動 さ れ る 手 持 ち 式 研 削 盤 。
【 請 求 項 ２ 】
第 ２ 転 動 面 （ ３ ０ ） の 回 転 が 、 ブ レ ー キ 装 置 （ ３ ５ ） に よ っ て 研 削 盤 の 運 転 中 に 阻 止 も し
く は 解 放 可 能 で あ る 、 請 求 項 １ 記 載 の モ ー タ で 駆 動 さ れ る 手 持 ち 式 研 削 盤 。
【 請 求 項 ３ 】
ブ レ ー キ 装 置 （ ３ ５ ） が 、 第 ２ 転 動 面 （ ３ ０ ） に ブ レ ー キ 作 用 を 及 ぼ す 制 動 部 材 （ ３ ６ ）
と 、 該 制 動 部 材 （ ３ ６ ） を 作 動 す る た め の 作 動 装 置 （ ３ ７ ） と を 有 し て い る 、 請 求 項 １ ま
た は ２ 記 載 の モ ー タ で 駆 動 さ れ る 手 持 ち 式 研 削 盤 。
【 請 求 項 ４ 】
制 動 部 材 （ ３ ６ ） が 制 動 面 （ ３ ８ ） を 有 し 、 該 制 動 面 に よ っ て 前 記 制 動 部 材 （ ３ ６ ） が 、
第 ２ 転 動 面 （ ３ ０ ） を ブ ロ ッ キ ン グ す る た め に 、 こ の 第 ２ 転 動 面 （ ３ ０ ） の 対 応 面 （ ３ ９
） に 、 特 に 外 面 に 、 面 状 に 係 合 可 能 で あ る 、 請 求 項 １ か ら ３ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の モ
ー タ で 駆 動 さ れ る 手 持 ち 式 研 削 盤 。
【 請 求 項 ５ 】
第 ２ 転 動 面 （ ３ ０ ） が 外 側 に 延 び て 第 １ 転 動 面 （ ２ ８ ） を リ ン グ 状 に 囲 ん で お り 、 前 記 第
１ 転 動 面 お よ び 第 ２ 転 動 面 （ ２ ８ ， ３ ０ ） が 共 に 、 作 業 ス ピ ン ド ル （ １ ３ ） の 中 心 軸 線 （
１ ７ ） に 対 し て 実 質 的 に 直 径 方 向 の 共 通 の 平 面 内 で 延 び て い る 、 請 求 項 １ か ら ４ ま で の い
ず れ か １ 項 記 載 の モ ー タ で 駆 動 さ れ る 手 持 ち 式 研 削 盤 。
【 請 求 項 ６ 】
第 ２ 転 動 面 （ ３ ０ ） が ア ウ タ ー 歯 環 （ ３ ２ ） の 内 歯 リ ン グ （ ３ １ ） と し て 、 か つ 第 １ 転 動
面 （ ２ ８ ） が 外 歯 リ ン グ （ ２ ９ ） と し て 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ か ら ５ ま で の い ず れ か
１ 項 記 載 の モ ー タ で 駆 動 さ れ る 手 持 ち 式 研 削 盤 。
【 請 求 項 ７ 】
第 ２ 転 動 面 （ ３ ０ ） 、 特 に ア ウ タ ー 歯 環 （ ３ ２ ） の 外 面 、 特 に 外 周 面 （ ４ ０ ） が 、 回 転 を
ブ ロ ッ キ ン グ す る た め に 制 動 部 材 （ ３ ６ ） と 協 働 す る 面 と し て 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １
か ら ６ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の モ ー タ で 駆 動 さ れ る 手 持 ち 式 研 削 盤 。
【 請 求 項 ８ 】
作 動 装 置 （ ３ ７ ） が 、 制 動 部 材 （ ３ ６ ） を 作 動 す る 磁 石 、 特 に 制 御 可 能 な 電 磁 石 を 備 え て
い る か 、 或 い は 前 記 制 動 部 材 （ ３ ６ ） に 対 し て 作 用 す る 偏 心 輪 （ ４ ２ ） を 有 す る 例 え ば 手
動 操 作 可 能 な 偏 心 レ バ ー を 備 え て い る 、 請 求 項 ３ か ら ７ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の モ ー タ
で 駆 動 さ れ る 手 持 ち 式 研 削 盤 。
【 請 求 項 ９ 】
ブ レ ー キ 装 置 （ ３ ５ ） の 制 動 部 材 （ ３ ６ ） が 、 制 動 面 （ ３ ８ ） と し て 形 成 さ れ た 内 面 で も
っ て 、 対 応 面 （ ３ ９ ） に 、 特 に ア ウ タ ー 歯 環 （ ３ ２ ） の 外 周 面 （ ４ ０ ） に 、 回 転 ブ ロ ッ キ
ン グ の た め に 当 接 可 能 で あ る 、 請 求 項 ３ か ら ８ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の モ ー タ で 駆 動 さ
れ る 手 持 ち 式 研 削 盤 。
【 請 求 項 １ ０ 】
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制 動 部 材 （ ３ ６ ） が 、 回 転 ブ ロ ッ キ ン グ の た め に 対 応 面 （ ３ ９ ） に 対 し て 、 特 に ア ウ タ ー
歯 環 （ ３ ２ ） の 外 周 面 （ ４ ０ ） に 対 し て 緊 締 可 能 な ブ レ ー キ 帯 か ら 成 っ て い る 、 請 求 項 ３
か ら ９ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の モ ー タ で 駆 動 さ れ る 手 持 ち 式 研 削 盤 。
【 請 求 項 １ １ 】
研 削 盤 ケ ー シ ン グ （ １ １ ） に 対 し て 制 動 部 材 （ ３ ６ ） が 、 第 ２ 転 動 面 （ ３ ０ ） に 噛 み 合 い
式 に 係 合 す る 第 １ の 位 置 と 、 前 記 第 ２ 転 動 面 （ ３ ０ ） に 係 合 し て い な い 第 ２ の 位 置 と に お
い て 位 置 決 め 可 能 で あ る 、 請 求 項 １ か ら １ ０ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の モ ー タ で 駆 動 さ れ
る 手 持 ち 式 研 削 盤 。
【 請 求 項 １ ２ 】
制 動 部 材 （ ３ ６ ） が 、 第 ２ 転 動 面 （ ３ ０ ） の 歯 環 （ ８ ） と 噛 み 合 い 可 能 な 複 数 の 歯 （ ２ ）
を 有 す る 帯 材 、 特 に 歯 付 き ベ ル ト で あ る 、 請 求 項 １ １ 記 載 の モ ー タ で 駆 動 さ れ る 手 持 ち 式
研 削 盤 。
【 請 求 項 １ ３ 】
制 動 部 材 （ ３ ６ ） が 弾 性 エ レ メ ン ト （ ７ ） と し て 、 特 に 歯 付 き ベ ル ト と し て 構 成 さ れ て い
る 、 請 求 項 １ １ ま た は １ ２ 記 載 の モ ー タ で 駆 動 さ れ る 手 持 ち 式 研 削 盤 。
【 請 求 項 １ ４ 】
制 動 部 材 （ ３ ６ ） 、 特 に 弾 性 エ レ メ ン ト （ ７ ） が １ つ の 固 定 点 （ ３ ） で 固 定 回 転 軸 （ ５ ）
を 中 心 と し て 回 転 可 能 に 研 削 盤 ケ ー シ ン グ （ １ １ ） に 連 結 さ れ て い る 、 請 求 項 １ １ か ら １
３ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の モ ー タ で 駆 動 さ れ る 手 持 ち 式 研 削 盤 。
【 請 求 項 １ ５ 】
ブ レ ー キ 装 置 （ ３ ５ ） が 、 ば ね エ レ メ ン ト （ ９ ） を 介 し て 研 削 盤 ケ ー シ ン グ （ １ １ ） に 連
結 さ れ た 係 止 レ バ ー （ ６ ） を 有 し て い る 、 請 求 項 １ １ か ら １ ４ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の
モ ー タ で 駆 動 さ れ る 手 持 ち 式 研 削 盤 。
【 請 求 項 １ ６ 】
弾 性 エ レ メ ン ト （ ７ ） に 第 １ の 位 置 を 占 め さ せ る 位 置 へ 係 止 レ バ ー （ ６ ） を 押 圧 す る よ う
な 予 荷 重 が 、 ば ね エ レ メ ン ト （ ９ ） に か け ら れ て い る 、 請 求 項 １ ５ 記 載 の モ ー タ で 駆 動 さ
れ る 手 持 ち 式 研 削 盤 。
【 請 求 項 １ ７ 】
制 動 部 材 （ ３ ６ ） が ば ね 弾 性 質 の 材 料 か ら 成 っ て お り 、 か つ 外 周 面 （ ４ ０ ） に 噛 み 合 い 可
能 な 歯 列 （ ４ ６ ） を 有 す る 第 １ 成 形 域 （ ４ ５ ） と 第 ２ 成 形 域 （ ４ ７ ） と を 備 え て お り 、 し
か も 前 記 制 動 部 材 （ ３ ６ ） が 、 予 荷 重 に よ っ て 第 １ の 位 置 に 保 持 さ れ 、 か つ 作 動 装 置 （ ３
７ ） に よ っ て 第 ２ の 位 置 へ も た ら さ れ る 、 請 求 項 １ １ か ら １ ６ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の
モ ー タ で 駆 動 さ れ る 手 持 ち 式 研 削 盤 。
【 請 求 項 １ ８ 】
係 止 レ バ ー （ ６ ） が 、 研 削 盤 ケ ー シ ン グ （ １ １ ） に 回 動 可 能 に 軸 支 さ れ た 偏 心 ボ ル ト （ １
） に よ っ て シ フ ト 可 能 で あ り 、 か つ 該 偏 心 ボ ル ト が 、 前 記 研 削 盤 ケ ー シ ン グ （ １ １ ） か ら
突 出 す る 作 動 装 置 （ ３ ７ ） に よ っ て 操 作 可 能 で あ る 、 請 求 項 １ １ か ら １ ７ ま で の い ず れ か
１ 項 記 載 の モ ー タ で 駆 動 さ れ る 手 持 ち 式 研 削 盤 。
【 請 求 項 １ ９ 】
固 定 点 （ ３ ） と 偏 心 ボ ル ト （ １ ） が 、 中 心 軸 線 （ １ ７ ） を 基 準 と し て 実 質 的 に 直 径 方 向 で
互 い に 対 置 し て お り 、 か つ 、 第 １ の 位 置 で 第 ２ 転 動 面 （ ３ ９ ） に 噛 み 合 っ て い る 弾 性 エ レ
メ ン ト （ ７ ） の 歯 （ ２ ） と 固 定 点 （ ３ ） と の 成 す 角 度 （ α ） が ９ ０ ゜ よ り も 大 で あ る 、 請
求 項 １ ４ か ら １ ８ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の モ ー タ で 駆 動 さ れ る 手 持 ち 式 研 削 盤 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
固 定 点 （ ３ ） と 偏 心 ボ ル ト （ １ ） が 、 中 心 軸 線 （ １ ７ ） を 基 準 と し て 実 質 的 に 直 径 方 向 で
互 い に 対 置 し て お り 、 か つ 、 制 動 部 材 （ ３ ６ ） と 第 ２ 転 動 面 （ ３ ０ ） と の 協 働 面 が 負 荷 状
況 下 で 、 い わ ば サ ー ボ 効 果 の よ う に 保 持 力 を 増 強 す る 、 請 求 項 １ ４ か ら １ ９ ま で の い ず れ
か １ 項 記 載 の モ ー タ で 駆 動 さ れ る 手 持 ち 式 研 削 盤 。
【 請 求 項 ２ １ 】
ブ レ ー キ 装 置 （ ３ ５ ） が 、 い か な る 運 転 状 態 に あ っ て も 、 特 に ア イ ド リ ン グ 状 態 、 停 止 状
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態 お よ び 負 荷 状 態 に お い て 第 １ の 位 置 か ら 第 ２ の 位 置 へ 、 か つ そ の 逆 の 位 置 へ 切 換 え る こ
と が で き る 、 請 求 項 １ １ か ら ２ ０ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の モ ー タ で 駆 動 さ れ る 手 持 ち 式
研 削 盤 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
技 術 分 野 ：
本 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 し た 形 式 の 、 モ ー タ で 駆 動 さ れ る 手 持 ち 式 研 削 盤 、 特 に 偏 心 デ
ィ ス ク 型 研 削 盤 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
背 景 技 術 ：
欧 州 特 許 出 願 公 開 第 ０ ２ ４ ５ ８ ５ ０ 号 明 細 書 に 基 づ い て 公 知 に な っ て い る 手 持 ち 式 研 削 盤
で は 、 第 １ 転 動 面 が 外 歯 リ ン グ と し て 構 成 さ れ て お り 、 該 外 歯 リ ン グ は 、 駆 動 さ れ る 研 削
デ ィ ス ク と 共 に 該 研 削 デ ィ ス ク の 軸 線 を 中 心 と し て 回 転 す る よ う に な っ て お り 、 か つ 第 ２
転 動 面 が 内 歯 リ ン グ と し て ア ウ タ ー 歯 環 に 形 成 さ れ て お り 、 該 ア ウ タ ー 歯 環 は 、 研 削 盤 ケ
ー シ ン グ に 対 し て 回 動 不 能 に 保 持 さ れ て お り 、 か つ 軸 方 向 で は 外 部 作 動 装 置 に よ っ て 、 不
作 用 位 置 と 、 前 記 第 １ 転 動 面 と 協 働 す る 機 能 位 置 と の 間 を 調 整 移 動 可 能 で あ る 。 前 記 不 作
用 位 置 で は 、 第 ２ 転 動 面 は 第 １ 転 動 面 と の 係 合 を 解 離 さ れ て い る 。 こ れ に 対 し て 前 記 機 能
位 置 で は 第 ２ 転 動 面 は 、 第 １ 転 動 面 と ほ ぼ 等 し い 直 径 方 向 平 面 内 で 延 び て い る の で 、 第 １
転 動 面 は 、 研 削 デ ィ ス ク の 回 転 時 に 第 ２ 転 動 面 に 沿 っ て 転 動 す る こ と が で き る の で 、 研 削
デ ィ ス ク の 偏 心 運 動 に は 、 該 研 削 デ ィ ス ク を そ の 偏 心 軸 線 を 中 心 と し て 回 転 さ せ る 回 転 運
動 が 重 畳 さ れ て い る 。 そ の 結 果 、 第 ２ 転 動 面 が 機 能 位 置 に 位 置 す る 場 合 に は 、 高 い ワ ー ク
研 削 量 が 得 ら れ る 。 し か し な が ら 当 該 手 持 ち 式 研 削 盤 に お け る 欠 点 は 、 ア イ ド リ ン グ と 強
制 駆 動 と の 切 換 え が 、 手 持 ち 式 研 削 盤 の 運 転 中 に は 不 可 能 で あ る こ と で あ る 。 軸 方 向 の 相
対 シ フ ト 運 動 時 に 、 両 転 動 面 の 歯 に 損 傷 が 生 じ る こ と が あ る 。 更 な る 欠 点 は 、 両 転 動 面 を
こ の よ う に 配 置 し た こ と に 基 づ い て 、 手 持 ち 式 研 削 盤 の 構 造 高 さ が 比 較 的 大 き く な る こ と
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
発 明 の 開 示 ：
請 求 項 １ の 特 徴 部 に 記 載 し た 構 成 手 段 を 有 す る 本 発 明 の 、 モ ー タ で 駆 動 さ れ る 手 持 ち 式 研
削 盤 、 特 に 偏 心 デ ィ ス ク 型 研 削 盤 は 、 前 記 の 従 来 技 術 に 対 比 し て 、 手 持 ち 式 研 削 盤 の 運 転
中 に お け る フ リ ー ホ イ ー リ ン グ と 強 制 駆 動 と の 間 の 切 換 え が 、 損 傷 の リ ス ク な し に 可 能 で
あ り 、 か つ 構 造 高 さ が 減 少 さ れ る と 共 に 駆 動 経 費 も 僅 か に な る と い う 利 点 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
請 求 項 １ に 記 載 し た モ ー タ で 駆 動 さ れ る 手 持 ち 式 研 削 盤 の 有 利 な 構 成 お よ び 改 良 は 、 従 属
請 求 項 に 記 載 し た 手 段 に よ っ て 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
有 利 な 実 施 形 態 に よ れ ば 作 動 装 置 は 、 制 動 部 材 を 作 動 す る 例 え ば 手 動 操 作 可 能 な 偏 心 レ バ
ー を 有 し 、 該 偏 心 レ バ ー は 、 前 記 制 動 部 材 に 作 用 す る 偏 心 輪 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
偏 心 レ バ ー は こ の 場 合 、 研 削 盤 ケ ー シ ン グ 内 で 旋 回 可 能 に 支 承 す る こ と が で き 、 か つ 偏 心
輪 と し て 偏 心 ピ ン を 有 し 、 該 偏 心 ピ ン は 、 ア ウ タ ー 歯 環 の 外 周 面 に 巻 掛 け ら れ た 制 動 部 材
、 特 に ブ レ ー キ 帯 の 端 部 に 形 成 さ れ た 開 口 、 例 え ば ル ー プ 内 に 係 合 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
更 に 有 利 な 実 施 形 態 で は 偏 心 レ バ ー は 、 研 削 盤 ケ ー シ ン グ の 外 部 に 位 置 す る 旋 回 操 作 用 の
ハ ン ド ル を 有 し て い る 。 前 記 偏 心 レ バ ー は こ の 場 合 、 約 １ ８ ０ ゜ の 円 周 角 だ け 旋 回 す る こ
と に よ っ て ブ レ ー キ 帯 を 緊 締 す る よ う に 構 成 さ れ て い る の が 有 利 で あ る 。 従 っ て 偏 心 レ バ
ー の ハ ン ド ル は 、 １ ８ ０ ゜ の 円 周 角 を 通 過 さ せ る こ と に よ っ て ２ つ の 位 置 間 を 容 易 に 旋 回
す る こ と が で き 、 こ れ に よ っ て 手 持 ち 式 研 削 盤 の 運 転 中 に お い て も 強 制 駆 動 と フ リ ー ホ イ
ー リ ン グ と の 間 の 切 換 え を 行 う こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
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本 発 明 の 別 の 有 利 な 実 施 形 態 で は 外 歯 リ ン グ は 、 研 削 デ ィ ス ク ユ ニ ッ ト の 部 分 、 特 に 一 体
的 な 部 分 、 例 え ば 研 削 デ ィ ス ク 自 体 の 一 体 的 な 構 成 部 分 で あ り 、 該 研 削 デ ィ ス ク に 外 歯 リ
ン グ が 一 体 的 に 射 出 成 形 さ れ て い る 。 こ の 一 体 的 な 射 出 成 形 は 特 に 単 純 か つ 低 廉 で あ る ば
か り で な く 、 ま た 付 加 的 に 構 造 高 さ の 減 少 化 に も 寄 与 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
別 の 有 利 な 実 施 形 態 に よ れ ば 、 ア ウ タ ー 歯 環 の 内 歯 リ ン グ は 、 外 歯 リ ン グ よ り も 多 く の 歯
数 を 有 し て い る 。 歯 数 差 は 例 え ば ２ 個 で あ る 。 こ れ に よ っ て 強 制 駆 動 モ ー ド 位 置 で は 研 削
デ ィ ス ク を 、 こ の 歯 数 差 に よ っ て 規 定 さ れ た 回 転 数 で 駆 動 す る こ と が 達 成 さ れ る 。 例 え ば
振 動 数 を １ ０ ０ ０ ０ 回 と す れ ば 、 歯 数 比 が ５ ０ ： ４ ８ の 場 合 、 強 制 駆 動 で は ４ １ ７ ｒ ｐ ｍ
の 研 削 デ ィ ス ク 回 転 数 が 生 じ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
別 の 有 利 な 実 施 形 態 に よ れ ば 研 削 デ ィ ス ク ユ ニ ッ ト は 、 作 業 ス ピ ン ド ル に 連 結 さ れ た 、 特
に 捩 れ 不 能 に 結 合 さ れ た ス リ ー ブ を 備 え て お り 、 該 ス リ ー ブ は 、 そ の 端 部 側 に 設 け た 偏 心
ピ ン と 、 該 偏 心 ピ ン の 外 周 に 軸 受 に よ っ て 保 持 さ れ た 研 削 デ ィ ス ク と を 有 し 、 該 研 削 デ ィ
ス ク は 例 え ば ね じ に よ っ て 着 脱 可 能 に 前 記 偏 心 ピ ン に 結 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
更 に ま た 、 前 記 ア ウ タ ー 歯 環 は 、 中 心 軸 線 に 沿 っ て 内 歯 リ ン グ か ら 軸 方 向 間 隔 を お い て 位
置 す る 軸 受 リ ン グ を 有 し て お り 、 か つ 該 軸 受 リ ン グ と 共 に 軸 受 に よ っ て 、 作 業 ス ピ ン ド ル
の 軸 線 に 共 軸 な ス リ ー ブ に 対 し て 回 転 可 能 に 支 承 さ れ て い る の が 有 利 で あ る 。 前 記 軸 受 は
例 え ば ス リ ー ブ の 周 面 に プ レ ス 嵌 め す る こ と が で き 、 そ の 場 合 ア ウ タ ー 歯 環 は そ の 軸 受 リ
ン グ で も っ て 軸 受 の ア ウ タ ー リ ン グ に プ レ ス 嵌 め さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
更 に 有 利 な 実 施 形 態 で は 前 記 ス リ ー ブ に 、 内 部 吸 塵 機 構 の フ ァ ン 車 が 固 着 さ れ て い る 。 こ
れ と は 択 一 的 な 実 施 形 態 に よ れ ば 、 フ ァ ン 車 は 、 作 業 ス ピ ン ド ル 周 面 に 直 接 捩 れ 不 能 に 固
着 し 、 か つ 、 ス ピ ン ド ル 軸 線 に 対 し て 偏 心 的 な ス リ ー ブ を 有 し 、 該 ス リ ー ブ 内 に は 軸 受 を
介 し て 、 研 削 デ ィ ス ク を 端 部 に 保 持 す る た め の 円 筒 形 ス リ ー ブ を 回 転 可 能 に 支 承 し て お く
こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
別 の 有 利 な 実 施 形 態 で は 、 偏 心 ピ ン を 端 部 側 に 有 す る ス リ ー ブ は 焼 結 部 品 か ら 成 り 、 こ れ
に よ っ て 格 別 低 廉 に 形 成 さ れ て い る 。 更 に ま た ア ウ タ ー 歯 環 は 、 軽 金 属 ダ イ カ ス ト 部 品 ま
た は 亜 鉛 ダ イ カ ス ト 部 品 か ら 成 っ て い る の が 有 利 で あ り 、 こ れ に よ っ て や は り コ ス ト 削 減
が 実 現 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
別 の 有 利 な 実 施 形 態 で は 、 第 １ 転 動 面 を 形 成 す る 外 歯 リ ン グ と 一 体 的 に 形 成 さ れ た 研 削 デ
ィ ス ク は 、 一 体 的 な プ ラ ス チ ッ ク 射 出 成 形 部 品 か ら 成 り 、 こ れ に よ っ て 更 な る コ ス ト 削 減
と 構 造 の 単 純 化 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
有 利 な 実 施 形 態 に よ れ ば 、 研 削 盤 ケ ー シ ン グ に 対 し て 制 動 部 材 は 、 第 ２ 転 動 面 に 噛 み 合 い
式 に 係 合 す る 第 １ の 位 置 と 、 前 記 第 ２ 転 動 面 に 係 合 し て い な い 第 ２ の 位 置 と に お い て 位 置
決 め 可 能 で あ る 。 こ れ に よ っ て 、 ブ レ ー キ 装 置 が 、 い か な る 運 転 状 態 に あ っ て も 、 特 に ア
イ ド リ ン グ 状 態 、 停 止 状 態 お よ び 負 荷 状 態 に お い て
第 １ の 位 置 か ら 第 ２ の 位 置 へ 、 か つ そ の 逆 に 切 換 え る こ と が 可 能 に な る の で 、 特 に 有 利 で
あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
制 動 部 材 は そ の 場 合 、 第 ２ 転 動 面 の 歯 環 と 噛 み 合 い 可 能 な 複 数 の 歯 を 有 す る 帯 材 、 特 に 歯
付 き ベ ル ト で あ る の が 、 特 に 有 利 で あ る 。 こ の 場 合 は 、 純 然 た る 摩 擦 接 続 に 対 比 し て 、 ブ
レ ー キ 装 置 と 第 ２ 転 動 面 と の 間 に い か な る ス リ ッ プ も 生 じ な い 。 こ れ に よ っ て 、 互 い に 係
合 す る 両 部 品 の 摩 耗 は 回 避 さ れ 、 か つ 熱 発 生 も 阻 止 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
制 動 部 材 は 弾 性 エ レ メ ン ト と し て 、 特 に 歯 付 き ベ ル ト と し て 構 成 さ れ て い る の が 特 に 有 利
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で あ る 。 フ リ ー ホ イ ー リ ン グ か ら 強 制 連 動 へ の 切 換 え は 、 こ の よ う な 弾 性 的 な 中 間 ク ラ ッ
チ に よ っ て 、 簡 便 に か つ ト レ ラ ン ス 少 な く 行 う こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
制 動 部 材 、 特 に 弾 性 エ レ メ ン ト は １ つ の 固 定 点 で 固 定 回 転 軸 を 中 心 と し て 回 転 可 能 に 研 削
盤 ケ ー シ ン グ に 連 結 さ れ て い る の が 有 利 で あ る 。 こ れ に よ っ て 第 １ の 位 置 と 第 ２ の 位 置 間
を 弾 性 エ レ メ ン ト が 運 動 す る 際 に 、 弾 性 エ レ メ ン ト を 折 曲 す る 必 要 は な く な る の で 、 摩 耗
も 当 然 少 な く な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ブ レ ー キ 装 置 は 、 ば ね エ レ メ ン ト を 介 し て 研 削 盤 ケ ー シ ン グ に 連 結 さ れ た 係 止 レ バ ー を 有
し て い る の が 有 利 で あ り 、 し か も 、 弾 性 エ レ メ ン ト に 第 １ の 位 置 を 占 め さ せ る 位 置 へ 係 止
レ バ ー を 押 圧 す る よ う な 予 荷 重 が 、 ば ね エ レ メ ン ト に か け ら れ て い る の が 特 に 有 利 で あ る
。 こ の よ う な 構 成 は 機 械 的 に 単 純 に 実 現 す る こ と が で き 、 そ れ に も 拘 わ ら ず 充 分 な 安 定 性
を 有 し て い る の で 、 誤 操 作 が 生 じ る こ と は な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
更 に ま た 、 制 動 部 材 は ば ね 弾 性 質 の 材 料 か ら 成 っ て お り 、 か つ 外 周 面 に 噛 み 合 い 可 能 な 歯
列 を 有 す る 第 １ 成 形 域 と 第 ２ 成 形 域 と を 備 え て お り 、 し か も 前 記 制 動 部 材 は 、 予 荷 重 に よ
っ て 第 １ の 位 置 に 保 持 さ れ 、 か つ 作 動 装 置 に よ っ て 第 ２ の 位 置 へ も た ら す こ と が で き る よ
う に す る の が 有 利 で あ る 。 こ れ に よ っ て 単 純 な 部 品 、 例 え ば 押 抜 き 成 形 部 品 を 制 動 部 材 と
し て 使 用 す る こ と が 可 能 に な る 。 従 っ て 低 廉 な 解 決 手 段 が 得 ら れ る 。 更 に 又 こ の よ う に 構
成 す る こ と に よ っ て 、 僅 か な 作 動 力 に よ る 簡 便 な 操 作 が 可 能 に な る 。 こ の 構 成 は 、 強 制 運
転 の た め の 過 負 荷 防 止 手 段 と し て 作 用 す る と 同 時 に 回 転 シ ョ ッ ク ア ブ ソ ー バ と し て も 働 く
。 そ の た め の 所 要 ス ペ ー ス は ご く 僅 か に す ぎ な い 。 更 に 付 加 的 に 、 例 え ば ギ ヤ 部 品 の 摩 耗
に 起 因 し た ギ ヤ 部 品 の ピ ッ チ 誤 差 の 補 償 が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
更 に ま た 、 係 止 レ バ ー は 、 研 削 盤 ケ ー シ ン グ に 回 動 可 能 に 軸 支 さ れ た 偏 心 ボ ル ト に よ っ て
シ フ ト 可 能 で あ り 、 か つ 該 偏 心 ボ ル ト は 、 前 記 研 削 盤 ケ ー シ ン グ か ら 突 出 す る 作 動 装 置 に
よ っ て 操 作 可 能 で あ る の が 有 利 で あ る 。 従 っ て 弾 性 エ レ メ ン ト の 第 １ と 第 ２ の 位 置 間 の 切
換 え は 、 操 作 者 に と っ て 極 め て 簡 便 に 行 う こ と が 可 能 で あ り 、 し か も そ の 場 合 操 作 者 は 、
研 削 盤 が 目 下 ど の よ う な 運 転 状 態 に あ っ て も 、 す な わ ち フ リ ー ホ イ ー ル 運 転 （ 精 密 仕 上 げ
研 削 ） 中 で あ っ て も 強 制 連 動 運 転 （ 粗 研 削 ） 中 で あ っ て も 、 研 削 盤 を 遮 断 す る 必 要 は 全 く
な い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
更 に ま た 固 定 点 と 偏 心 ボ ル ト は 、 中 心 軸 線 を 基 準 と し て 実 質 的 に 直 径 方 向 で 互 い に 対 置 し
て お り 、 か つ 、 第 １ の 位 置 で 第 ２ 転 動 面 に 噛 み 合 っ て い る 弾 性 エ レ メ ン ト の 歯 と 固 定 点 と
の 成 す 角 度 は ９ ０ ゜ よ り も 大 で あ る の が 有 利 で あ る 。 こ れ に よ っ て 負 荷 下 で の 噛 み 合 い オ
ー バ ー が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
更 に ま た 固 定 点 と 偏 心 ボ ル ト は 、 中 心 軸 線 を 基 準 と し て 実 質 的 に 直 径 方 向 で 互 い に 対 置 し
て お り 、 か つ 、 制 動 部 材 と 第 ２ 転 動 面 と の 協 働 面 が 負 荷 状 況 下 で 、 い わ ば サ ー ボ 効 果 の よ
う に 保 持 力 を 増 強 す る の が 有 利 で あ る 。 こ れ に よ っ て 僅 か な 経 費 で 大 き な 保 持 力 が 得 ら れ
、 こ れ に よ っ て 装 置 の 確 実 性 が 増 大 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ま た ブ レ ー キ 装 置 は 、 い か な る 運 転 状 態 に あ っ て も 、 特 に ア イ ド リ ン グ 状 態 、 停 止 状 態 お
よ び 負 荷 状 態 に お い て 第 １ の 位 置 か ら 第 ２ の 位 置 へ 、 か つ そ の 逆 の 位 置 へ 切 換 え 得 る よ う
に 構 成 す る の が 有 利 で あ る 。 こ の よ う に 構 成 す る こ と に よ っ て 第 １ の 位 置 と 第 ２ の 位 置 間
の 切 換 え を 可 能 に す る た め に 、 先 ず 差 し 当 た っ て １ つ の 運 転 状 態 か ら 別 の 運 転 状 態 へ 切 換
え る 必 要 が 無 く な る 。 そ の 結 果 、 時 間 が 節 減 さ れ 、 か つ 操 作 者 に と っ て は 運 転 の 快 適 性 が
増 大 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
本 発 明 の そ の 他 の 利 点 お よ び 細 部 は 、 従 属 請 求 項 に 記 載 の 構 成 手 段 に 基 づ い て 明 ら か で あ
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る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 ：
次 に 図 面 に 基 づ い て 本 発 明 の ２ つ の 実 施 例 を 詳 説 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
図 １ に 第 １ 実 施 例 と し て 概 略 的 に 図 示 し た モ ー タ で 駆 動 さ れ る 手 持 ち 式 研 削 盤 １ ０ は 、 こ
こ で は 偏 心 デ ィ ス ク 型 研 削 盤 と し て 構 成 さ れ て い る 。 手 持 ち 式 研 削 盤 １ ０ は 、 総 体 的 に 符
号 １ １ で 示 し た 研 削 盤 ケ ー シ ン グ を 有 し 、 該 研 削 盤 ケ ー シ ン グ は 、 作 業 ス ピ ン ド ル １ ３ を
有 す る 電 動 式 の 駆 動 モ ー タ １ ２ を 内 蔵 し 、 前 記 作 業 ス ピ ン ド ル は 例 え ば 玉 軸 受 の 形 の 軸 受
１ ４ に よ っ て 研 削 盤 ケ ー シ ン グ １ １ 内 に 軸 支 さ れ て い る 。 作 業 ス ピ ン ド ル １ ３ に は 、 総 体
的 に 符 号 １ ５ で 示 し た 研 削 デ ィ ス ク ユ ニ ッ ト が 捩 れ 不 能 に 固 着 結 合 さ れ て お り 、 該 研 削 デ
ィ ス ク ユ ニ ッ ト は 、 作 業 ス ピ ン ド ル １ ３ に よ っ て 駆 動 さ れ て 偏 心 運 動 を 行 い か つ 回 転 可 能
で あ る 。 研 削 デ ィ ス ク ユ ニ ッ ト １ ５ は ス リ ー ブ １ ６ を 有 し 、 該 ス リ ー ブ は 、 作 業 ス ピ ン ド
ル １ ３ に 捩 れ 不 能 に か つ 軸 方 向 で 結 合 さ れ て い る 。 ス リ ー ブ １ ６ は 作 業 ス ピ ン ド ル １ ３ の
中 心 軸 線 １ ７ に 対 し て 共 軸 に 延 在 し 、 か つ 例 え ば 図 １ で 見 て 下 端 部 に 、 偏 心 ピ ン １ ８ を 有
し て お り 、 該 偏 心 ピ ン の 偏 心 軸 線 １ ９ は 、 中 心 軸 線 １ ７ に 対 し て 偏 心 距 離 ｅ を も っ て 該 中
心 軸 線 に 対 し て 平 行 に 延 在 し て い る 。 偏 心 ピ ン １ ８ に は 、 軸 受 ２ ０ 、 例 え ば 玉 軸 受 を 介 し
て 、 研 削 デ ィ ス ク ２ １ が 回 転 可 能 に 支 承 さ れ て い る 。 研 削 デ ィ ス ク ２ １ は 、 偏 心 ピ ン １ ８
内 に 螺 入 さ れ た 、 偏 心 軸 線 １ ９ に 対 し て 共 軸 の ね じ ２ ２ に よ っ て 、 軸 方 向 で は 固 定 さ れ て
い る が 回 転 可 能 に ス リ ー ブ １ ６ お よ び 偏 心 ピ ン １ ８ に 結 合 さ れ て お り 、 か つ 前 記 ね じ ２ ２
を 弛 め る こ と に よ っ て 解 離 す る こ と が で き る 。 研 削 盤 ケ ー シ ン グ １ １ と 、 研 削 デ ィ ス ク ２
１ の （ 図 １ で 見 て ） 上 側 と の 間 に は 、 間 隙 を 封 止 す る パ ッ キ ン リ ン グ ２ ３ が 位 置 し て い る
。 手 持 ち 式 研 削 盤 １ ０ は 内 部 吸 塵 機 構 を 装 備 し 、 該 内 部 吸 塵 機 構 に は 、 ス リ ー ブ １ ６ に 捩
れ 不 能 に 固 着 保 持 さ れ た フ ァ ン 車 ２ ４ が 所 属 し て い る 。 該 フ ァ ン 車 ２ ４ は 室 ２ ５ 内 に 位 置
し 、 該 室 に は ダ ス ト 吸 出 通 路 ２ ６ が 接 続 さ れ て い る 。 研 削 デ ィ ス ク ２ １ は 、 内 部 吸 塵 機 構
の た め の 通 路 お よ び ／ ま た は 開 口 ２ ７ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
手 持 ち 式 研 削 盤 １ ０ は 、 研 削 デ ィ ス ク ユ ニ ッ ト １ ５ と 一 緒 に 偏 心 軸 線 １ ９ を 中 心 と し て 回
転 す る リ ン グ 状 の 第 １ 転 動 面 ２ ８ を 有 し 、 こ の 第 １ 転 動 面 は 外 歯 リ ン グ ２ ９ と し て 構 成 さ
れ て い る 。 該 外 歯 リ ン グ ２ ９ は 、 図 示 を 省 い た 実 施 例 で は 、 ス リ ー ブ １ ６ に 捩 り 不 能 に 結
合 さ れ た 独 立 構 成 部 品 、 例 え ば 歯 車 と し て 構 成 す る こ と も で き る 。 図 示 の 実 施 例 で は 外 歯
リ ン グ ２ ９ は 、 特 に 単 純 な 方 式 で 、 研 削 デ ィ ス ク ユ ニ ッ ト １ ５ の 部 分 、 こ の 場 合 は 特 に 研
削 デ ィ ス ク ２ １ の 一 体 的 な 部 分 で あ り 、 該 研 削 デ ィ ス ク は 、 そ の 一 体 構 成 に 当 た っ て 、 プ
ラ ス チ ッ ク 射 出 成 形 部 品 か ら 成 っ て い る の が 有 利 で あ る 。 第 １ 転 動 面 ２ ８ に は （ 特 に 外 歯
リ ン グ ２ ９ に は ） リ ン グ 状 の 第 ２ 転 動 面 ３ ０ が 対 応 配 設 さ れ て お り 、 こ の 第 ２ 転 動 面 は 第
１ 転 動 面 ２ ８ を 囲 み か つ そ の 中 心 軸 線 は 、 作 業 ス ピ ン ド ル １ ３ の 中 心 軸 線 １ ７ に 対 し て 共
軸 に 延 び て い る 。 駆 動 モ ー タ １ ２ を 接 続 す る と 、 第 ２ 転 動 面 ３ ０ に 沿 っ て 第 １ 転 動 面 ２ ８
が 転 動 す る こ と が で き る 。 第 ２ 転 動 面 ３ ０ は 、 ア ウ タ ー 歯 環 ３ ２ の 内 歯 リ ン グ ３ １ と し て
構 成 さ れ て い る の が 有 利 で あ る 。 第 ２ 転 動 面 ３ ０ 、 特 に こ の 第 ２ 転 動 面 を 保 持 す る ア ウ タ
ー 歯 環 ３ ２ は 、 中 心 軸 線 １ ７ を 中 心 と し て 回 転 可 能 に 支 承 さ れ て い る 。 図 示 の 第 １ 実 施 例
で は ア ウ タ ー 歯 環 ３ ２ は 、 中 心 軸 線 １ ７ に 沿 っ て 内 歯 リ ン グ ３ １ か ら 軸 方 向 間 隔 を お い て
配 置 さ れ た 小 径 の 軸 受 リ ン グ ３ ３ を 有 し 、 該 軸 受 リ ン グ を 介 し て ア ウ タ ー 歯 環 ３ ２ は 、 軸
受 ３ ４ 、 例 え ば 玉 軸 受 に よ っ て ス リ ー ブ １ ６ の 外 周 に 、 該 ス リ ー ブ に 対 し て 回 転 可 能 に 支
承 さ れ て い る 。 軸 受 ３ ４ の イ ン ナ ー リ ン グ が 、 ス リ ー ブ １ ６ に 捩 れ 不 能 に 結 合 さ れ て い る
の に 対 し て 、 軸 受 ３ ４ の ア ウ タ ー リ ン グ は 軸 受 リ ン グ ３ ３ に 、 ひ い て は ア ウ タ ー 歯 環 ３ ２
に 捩 れ 不 能 に 結 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
第 ２ 転 動 面 ３ ０ に は 、 符 号 ３ ５ で 総 体 的 に 示 し た ブ レ ー キ 装 置 が 対 応 配 設 さ れ て お り 、 該
ブ レ ー キ 装 置 に よ っ て 、 第 ２ 転 動 面 ３ ０ の 中 心 軸 線 を 中 心 と す る 、 つ ま り 中 心 軸 線 １ ７ を
中 心 と す る 第 ２ 転 動 面 ３ ０ の 回 転 を 、 選 択 的 に 阻 止 ま た は 解 放 す る こ と が 可 能 に な る 。 そ
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の 場 合 、 第 ２ 転 動 面 ３ ０ 、 特 に ア ウ タ ー 歯 環 ３ ２ の 回 転 可 能 性 を 研 削 盤 の 運 転 中 に ブ レ ー
キ 装 置 ３ ５ に よ っ て 阻 止 ま た は 解 放 で き る よ う に 配 置 構 成 が 講 じ ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
ア ウ タ ー 歯 環 ３ ２ は 一 体 的 な 構 成 部 品 と し て 形 成 さ れ て お り 、 か つ 軽 金 属 加 圧 鋳 造 部 品 か
ら 成 る の が 有 利 で あ る 。 端 部 に 偏 心 ピ ン １ ８ を 備 え た ス リ ー ブ １ ６ は 、 焼 結 部 品 か ら 形 成
さ れ て い る の が 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
図 示 の 第 １ 実 施 例 で は フ ァ ン 車 ２ ４ は 、 内 部 吸 塵 機 構 の 部 分 と し て ス リ ー ブ １ ６ の 外 周 に
捩 れ 不 能 に 固 着 配 置 さ れ て い る 。 図 示 を 省 い た 別 の 実 施 例 で は 、 こ れ に 代 え て フ ァ ン 車 ２
４ は フ ァ ン ス リ ー ブ に 形 成 さ れ て お り 、 該 フ ァ ン ス リ ー ブ は 、 作 業 ス ピ ン ド ル １ ３ に 捩 れ
不 能 に 固 着 配 置 さ れ て お り 、 か つ 、 中 心 軸 線 １ ７ に 対 し て 偏 心 的 な イ ン ナ ー ス リ ー ブ を 有
し 、 該 イ ン ナ ー ス リ ー ブ 内 で 、 偏 心 軸 線 １ ９ に 対 し て 共 軸 の 軸 受 に よ っ て 、 ス リ ー ブ １ ６
に 類 似 し た 円 筒 ス リ ー ブ が 回 転 可 能 に か つ 軸 方 向 で は 固 定 的 に 保 持 さ れ て お り 、 該 円 筒 ス
リ ー ブ の 端 部 に 研 削 デ ィ ス ク ２ １ が ね じ ２ ２ に よ っ て 着 脱 可 能 に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
ブ レ ー キ 装 置 ３ ５ は 、 第 ２ 転 動 面 ３ ０ に 対 し て 制 動 作 用 を 及 ぼ す 制 動 部 材 ３ ６ と 、 該 制 動
部 材 ３ ６ を 作 動 す る た め の 作 動 装 置 ３ ７ を 有 し て い る 。 制 動 部 材 ３ ６ は 制 動 面 ３ ８ を 有 し
、 該 制 動 面 に よ っ て 制 動 部 材 ３ ６ は 、 第 ２ 転 動 面 ３ ０ の 回 転 を ブ ロ ッ キ ン グ す る た め に 第
２ 転 動 面 ３ ０ の 対 応 面 ３ ９ に 面 状 に 係 合 す る こ と が で き 、 し か も 該 対 応 面 は 特 に ア ウ タ ー
歯 環 ３ ２ の 外 面 と し て 構 成 さ れ て い る 。 第 ２ 転 動 面 ３ ０ は 外 側 で 延 び て 第 １ 転 動 面 ２ ８ を
囲 ん で お り 、 し か も 両 転 動 面 は 実 質 的 に 、 作 業 ス ピ ン ド ル １ ３ の 中 心 軸 線 １ ７ に 対 し て 共
通 の 直 径 方 向 平 面 内 で 延 び て い る 。 第 ２ 転 動 面 ３ ０ の 、 外 面 と し て 形 成 さ れ た 前 記 対 応 面
３ ９ は 特 に 、 ア ウ タ ー 歯 環 ３ ２ の 外 周 面 ４ ０ か ら 成 っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
制 動 部 材 ３ ６ は 全 く 概 括 的 に い え ば 、 回 転 ブ ロ ッ キ ン グ の た め に 、 制 動 面 ３ ８ と し て 形 成
さ れ た 内 面 側 で も っ て 、 第 ２ 転 動 面 ３ ０ の 対 応 面 ３ ９ に 、 特 に ア ウ タ ー 歯 環 ３ ２ の 外 周 面
４ ０ に 当 接 で き る よ う な 制 動 部 分 か ら 成 っ て い る 。 格 別 単 純 な 構 成 で は 制 動 部 材 ３ ６ は 、
ア ウ タ ー 歯 環 ３ ２ の 外 周 面 ４ ０ に 巻 掛 け ら れ て お り か つ 回 転 ブ ロ ッ キ ン グ の た め に 前 記 外
周 面 ４ ０ に 対 し て 緊 締 で き る よ う な ブ レ ー キ 帯 か ら 成 っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
作 動 装 置 ３ ７ は 偏 心 レ バ ー を 有 し 、 該 偏 心 レ バ ー は 、 研 削 盤 ケ ー シ ン グ １ １ 内 に 旋 回 可 能
に 支 承 さ れ た 中 心 部 分 ４ １ と 、 こ れ に 偏 心 配 置 さ れ た 偏 心 ピ ン ４ ２ と を 有 し 、 該 偏 心 ピ ン
は 、 ブ レ ー キ 帯 と し て 形 成 さ れ た 制 動 部 材 ３ ６ の 一 端 に 設 け ら れ た 開 口 ４ ３ 、 例 え ば ル ー
プ 内 に 係 合 し て い る 。 前 記 中 心 部 分 ４ １ に は 、 研 削 盤 ケ ー シ ン グ １ １ の 外 部 に 位 置 す る ハ
ン ド ル ４ ４ が 旋 回 作 動 の た め に 係 合 し て い る 。 偏 心 レ バ ー の 形 の 前 記 作 動 装 置 ３ ７ は 、 ブ
レ ー キ 帯 と し て 形 成 さ れ た 制 動 部 材 ３ ６ の 緊 締 を 、 約 １ ８ ０ ゜ の 円 周 角 だ け 中 心 部 分 ４ １
を 旋 回 さ せ る こ と に よ っ て 行 う よ う に 構 成 さ れ て い る 。 こ の 緊 締 位 置 、 従 っ て ア ウ タ ー 歯
環 ３ ２ の 回 転 を ブ ロ ッ キ ン グ し た 状 態 は 図 ３ に 図 示 さ れ て い る 。 ハ ン ド ル ４ ４ が 逆 時 計 回
り 方 向 に 約 １ ８ ０ ゜ だ け 図 ２ に 相 当 す る 位 置 へ 旋 回 さ れ る と 、 ブ レ ー キ 帯 の 形 の 制 動 部 材
３ ６ は 弛 緩 さ れ る の で 、 ア ウ タ ー 歯 環 ３ ２ は ブ ロ ッ キ ン グ さ れ な い 状 態 に な り 、 従 っ て ア
ウ タ ー 歯 環 ３ ２ の 中 心 軸 線 を 同 時 に 形 成 し て い る 中 心 軸 線 １ ７ を 中 心 と す る 該 ア ウ タ ー 歯
環 の 回 転 が 解 放 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
図 示 を 省 い た 別 の 実 施 例 で は 作 動 装 置 ３ ７ は 、 例 え ば ブ レ ー キ 帯 の 形 の 制 動 部 材 ３ ６ を 作
動 す る （ 特 に ブ レ ー キ 帯 を 緊 締 さ せ る ） 磁 石 、 例 え ば 制 御 可 能 な 電 磁 石 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
手 持 ち 式 研 削 盤 １ ０ の そ の 他 の 特 殊 性 は 、 ア ウ タ ー 歯 環 ３ ２ の 内 歯 リ ン グ ３ １ が 、 外 歯 リ
ン グ ２ ９ よ り も 多 く の 歯 数 を 有 し て い る 点 に あ る 。 歯 数 差 は 例 え ば ２ 個 で あ る こ と が で き
る 。 こ れ に よ っ て 、 ア ウ タ ー 歯 環 ３ ２ の 制 動 時 に 、 該 ア ウ タ ー 歯 環 の 内 歯 リ ン グ ３ １ 上 を
転 動 す る 外 歯 リ ン グ ２ ９ が 、 １ ８ ０ ゜ の 偏 心 運 動 毎 に 歯 数 １ 個 分 だ け 更 に 回 転 す る こ と に
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な り 、 従 っ て 、 外 歯 リ ン グ ２ ９ を 有 す る 研 削 デ ィ ス ク ２ １ に 関 し て 、 転 動 時 の 該 研 削 デ ィ
ス ク の 回 転 数 が 生 じ る こ と に な る 。 研 削 デ ィ ス ク ２ １ の 回 転 数 は 、 振 動 数 を １ ０ ０ ０ ０ 回
数 、 歯 数 比 を ５ ０ ： ４ ８ と す れ ば 、 例 え ば ４ １ ７ ｒ ｐ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
ブ レ ー キ 装 置 ３ ５ が 、 図 ３ に 相 当 す る 制 動 位 置 に も た ら さ れ て お り 、 か つ 駆 動 モ ー タ １ ２
が 接 続 さ れ て い る 場 合 に は 、 該 駆 動 モ ー タ を 介 し て 駆 動 ス ピ ン ド ル １ ３ お よ び ス リ ー ブ １
６ は 、 フ ァ ン 車 ２ ４ と 一 緒 に 、 場 合 に よ っ て は ま た （ 特 別 に 図 示 し な か っ た が ） 補 償 質 量
体 も 一 緒 に 、 例 え ば 約 １ ０ ０ ０ ０ ｒ ｐ ｍ で 回 転 駆 動 さ れ る 。 図 示 の 実 施 例 の 場 合 、 駆 動 は
作 業 ス ピ ン ド ル １ ３ か ら 直 接 ス リ ー ブ １ ６ に 行 わ れ る 。 図 示 を 省 い た 別 の 実 施 例 の 場 合 に
は 、 作 業 ス ピ ン ド ル と ス リ ー ブ と の 間 に 伝 動 装 置 が 介 在 し て い る 。 こ の 駆 動 運 動 に 基 づ い
て 研 削 デ ィ ス ク ２ １ は 、 偏 心 運 動 に 加 え て 偏 心 軸 線 １ ９ を 中 心 と す る 回 転 運 動 を 行 う よ う
に 駆 動 さ れ る の で 、 そ の 結 果 、 研 削 デ ィ ス ク ２ １ の 偏 心 的 な 回 転 運 動 が 生 じ る 。 ブ レ ー キ
装 置 ３ ５ の 作 動 に 基 づ い て ア ウ タ ー 歯 環 ３ ２ は 回 転 を 阻 止 さ れ る の で 、 外 歯 リ ン グ ２ ９ は
回 転 時 に 内 歯 リ ン グ ３ １ 上 を 転 動 す る こ と が で き る 。 従 っ て こ の 段 階 で は 、 付 加 的 に 偏 心
軸 線 １ ９ を 中 心 と す る 研 削 デ ィ ス ク ２ １ の 強 制 駆 動 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
と こ ろ で 手 持 ち 式 研 削 盤 １ ０ の 運 転 中 に 作 動 装 置 ３ ７ に よ っ て 制 動 部 材 ３ ６ が 、 図 ２ に 相
当 す る 非 制 動 状 態 へ 変 移 さ れ る と 、 ア ウ タ ー 歯 環 ３ ２ は 、 ス リ ー ブ １ ６ の 外 周 の 軸 受 ３ ４
に よ る 支 承 に 基 づ き 、 中 心 軸 線 １ ７ を 中 心 と し て 回 転 自 在 で あ る 。 ア ウ タ ー 歯 環 ３ ２ は 今
や 、 軸 受 ３ ４ に お け る 摩 擦 作 用 に 基 づ い て 同 時 回 転 す る こ と が で き る 。 摩 擦 条 件 に 応 じ て
ア ウ タ ー 歯 環 ３ ２ の 相 対 運 動 が 、 研 削 デ ィ ス ク ２ １ に 対 し て 逆 の 回 転 方 向 で 生 じ る 。 研 削
デ ィ ス ク ２ １ の 回 転 数 は 、 下 敷 き に か か る 荷 重 に 関 連 し て お り 、 す な わ ち 、 手 持 ち 式 研 削
盤 １ ０ が 研 削 デ ィ ス ク ２ １ お よ び 該 研 削 デ ィ ス ク に 例 え ば 面 フ ァ ス ナ ー に よ っ て 着 脱 可 能
に 固 着 さ れ た 研 削 ブ レ ー ド を も っ て 、 被 加 工 ワ ー ク に 対 し て ど の 程 度 き つ く 圧 着 さ れ る か
に 関 連 し て い る 。 研 削 デ ィ ス ク ２ １ の 回 転 数 は 、 所 与 の 状 況 に 応 じ て 零 に な る こ と も あ る
。 こ の 状 況 で は 手 持 ち 式 研 削 盤 １ ０ の た め に フ リ ー ホ イ ー ル 運 転 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
接 続 さ れ た 手 持 ち 式 研 削 盤 １ ０ の 運 転 中 に ブ レ ー キ 装 置 ３ ５ の 作 動 に よ っ て 、 こ の フ リ ー
ホ イ ー ル 運 転 か ら 再 び 強 制 駆 動 に 切 換 え る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
前 記 の 手 持 ち 式 研 削 盤 １ ０ は 単 純 に し て コ ン パ ク ト か つ 低 廉 で あ り 、 簡 便 に レ バ ー 作 動 に
よ っ て 、 或 い は 図 示 を 省 い た 別 の 実 施 例 で は 磁 石 の 作 動 に よ っ て 、 研 削 盤 の 運 転 中 に 、 強
制 連 動 か ら フ リ ー ホ イ ー リ ン グ へ の 連 続 的 な 移 行 を 可 能 に す る 。 外 歯 リ ン グ ２ ９ が 、 研 削
デ ィ ス ク ２ １ の リ ン グ 部 分 に 、 こ れ と 一 体 の 部 品 と し て 一 体 成 形 さ れ て い る こ と に よ っ て
、 構 成 部 品 の 個 数 が 減 少 し 構 造 高 さ も 低 く な る と い う 利 点 が 得 ら れ る 。 更 に 有 利 な こ と に
、 外 歯 リ ン グ ２ ９ と 内 歯 リ ン グ ３ １ と か ら 成 る 転 動 ギ ヤ を 実 現 す る た め の 経 費 も 削 減 さ れ
る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
図 ５ に は 、 モ ー タ で 駆 動 さ れ る 手 持 ち 式 研 削 盤 １ ０ の 第 ２ 実 施 例 が 概 略 的 に 図 示 さ れ て い
る 。 研 削 デ ィ ス ク ユ ニ ッ ト １ ５ の 駆 動 装 置 並 び に 該 研 削 デ ィ ス ク ユ ニ ッ ト １ ５ 自 体 は 原 理
的 に は 第 １ 実 施 例 の そ れ と 等 し く 構 成 さ れ て い る 。 作 業 ス ピ ン ド ル １ ３ は 、 図 示 を 省 い た
駆 動 モ ー タ １ ２ に よ っ て 中 心 軸 線 １ ７ を 中 心 と し て 回 転 駆 動 さ れ る 。 作 業 ス ピ ン ド ル １ ３
は そ の 出 力 側 端 部 に 偏 心 ピ ン １ ８ を 有 し て い る 。 該 偏 心 ピ ン １ ８ は 偏 心 軸 線 １ ９ を 形 成 し
て い る 。 該 偏 心 軸 線 １ ９ を 中 心 と し て 同 心 的 に 第 １ 転 動 面 ２ ８ が 形 成 さ れ て お り 、 こ の 第
１ 転 動 面 の 外 歯 リ ン グ ２ ９ は 、 中 心 軸 線 １ ７ を 中 心 と し て 同 心 的 に 配 置 さ れ た 第 ２ 転 動 面
３ ０ の 内 歯 リ ン グ ３ １ に 噛 み 合 っ て い る 。 研 削 デ ィ ス ク ユ ニ ッ ト １ ５ は 共 軸 の ね じ ２ ２ を
介 し て 出 力 軸 ４ に 結 合 さ れ て お り 、 該 出 力 軸 は 偏 心 軸 線 １ ９ に 共 軸 に 配 置 さ れ て い る 。 前
記 構 成 部 分 は 、 第 １ 実 施 例 の 構 成 部 分 と 同 様 に 作 業 す る の で 、 そ の 説 明 を 参 照 さ れ た い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
第 １ 実 施 例 と は 異 な り 、 第 ２ 転 動 面 ３ ０ の 外 周 面 ４ ０ は 、 実 質 的 に 平 滑 に は 構 成 さ れ て い
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ず 、 歯 環 ８ を 有 し て い る 。 制 動 部 材 ３ ６ は 弾 性 エ レ メ ン ト ７ と し て 構 成 さ れ て お り 、 か つ
、 第 １ 実 施 例 の 実 質 的 に 平 滑 な 制 動 部 材 ３ ６ と は 異 な っ て 複 数 の 歯 ２ を 有 し 、 こ れ ら の 歯
は 歯 環 ８ に 対 向 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
図 ６ に 基 づ い て 、 弾 性 エ レ メ ン ト ７ の 、 歯 環 ８ に 対 向 し て い る 方 の 側 に 形 成 さ れ た 歯 ２ 間
の 空 間 的 配 置 形 式 を 認 識 す る こ と が で き る 。 弾 性 エ レ メ ン ト ７ は 図 ６ で は 、 該 弾 性 エ レ メ
ン ト の 歯 ２ が 第 ２ 転 動 面 ３ ０ の 歯 環 ８ と 噛 み 合 っ て い な い 第 ２ の 位 置 で 図 示 さ れ て い る 。
こ れ に よ っ て 第 ２ 転 動 面 ３ ０ は 、 こ の 非 連 結 位 置 で は フ リ ー ホ イ ー リ ン グ す る こ と が で き
る 。 こ の こ と は 取 り も 直 さ ず 、 研 削 デ ィ ス ク ２ １ が 、 軸 受 ２ ０ に お け る 軸 受 摩 擦 に 関 連 し
て 、 振 動 運 動 と 僅 か な 回 転 運 動 し か 行 わ な い こ と を 意 味 し て い る 。 従 っ て 手 持 ち 式 研 削 盤
１ ０ は 精 密 仕 上 研 削 モ ー ド の 状 態 に あ る 。 軸 受 摩 擦 が 高 く な る に 応 じ て 回 転 運 動 は 強 く な
る 。 弾 性 エ レ メ ン ト ７ は そ の 一 方 の 端 部 に 固 定 点 ３ を 有 し 、 該 固 定 点 は 固 定 回 転 軸 ５ を 介
し て 研 削 盤 ケ ー シ ン グ １ １ に 結 合 さ れ て い る 。 弾 性 エ レ メ ン ト ７ は そ の 他 端 部 で は 係 止 レ
バ ー ６ と し て 構 成 さ れ て い る 。 該 係 止 レ バ ー ６ は 、 第 １ 実 施 例 の 作 動 装 置 ３ ７ （ 図 示 せ ず
） と 結 合 さ れ た 偏 心 ボ ル ト １ に よ っ て 作 動 さ れ る 。 係 止 レ バ ー ６ は そ の 場 合 、 研 削 盤 ケ ー
シ ン グ １ １ に 支 持 さ れ て い る ば ね エ レ メ ン ト ９ に よ っ て 偏 心 ボ ル ト １ に 常 時 押 圧 さ れ る 。
弾 性 エ レ メ ン ト ７ の 歯 ２ は 、 固 定 点 ３ よ り も 係 止 レ バ ー ６ の 近 く に 形 成 さ れ て い る 。 固 定
点 ３ と 係 止 レ バ ー ６ は 、 中 心 軸 線 １ ７ に 対 し て ほ ぼ 直 径 方 向 に 配 置 さ れ て い る 。 こ の こ と
は 、 固 定 点 ３ と 歯 ２ と の 成 す 角 度 α が ９ ０ ゜ よ り も 大 で あ る こ と を 意 味 し て い る 。 こ れ に
よ っ て 負 荷 下 に お け る 歯 環 ８ に 対 す る 歯 ２ の 過 度 の 噛 合 い が 防 止 さ れ る ば か り で な く 、 サ
ー ボ 効 果 の 形 式 で 、 歯 ２ と 歯 環 ８ と の 間 の 保 持 力 が 増 強 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
図 ７ に は 弾 性 エ レ メ ン ト ７ が 第 １ の 位 置 で 図 示 さ れ て い る 。 該 弾 性 エ レ メ ン ト ７ の 歯 ２ は
、 第 ２ 転 動 面 ３ ０ の 外 周 面 ４ ０ に 設 け た 歯 環 ８ に 嵌 合 接 続 式 に 噛 み 合 っ て い る 。 従 っ て 強
制 連 動 が 得 ら れ 、 か つ 手 持 ち 式 研 削 盤 １ ０ は 粗 研 削 モ ー ド で 作 業 す る 。 研 削 デ ィ ス ク ２ １
の 振 動 運 動 に は そ の 場 合 、 回 転 運 動 が 強 制 さ れ る 。 歯 ２ と 歯 環 ８ と の 間 の 嵌 合 接 続 式 の 噛
み 合 い に よ っ て 、 ブ レ ー キ 装 置 ３ ５ と 第 ２ 転 動 面 ３ ０ と の 間 に は い か な る ス リ ッ プ も 生 じ
な い の で 、 摩 耗 も 熱 発 生 も ほ ぼ 零 に な る 。 歯 ２ と 歯 環 ８ と の 噛 み 合 い は 、 第 ２ 位 置 （ 図 ６
） か ら 第 １ 位 置 （ 図 ７ ） へ の 移 行 中 に 、 図 示 を 省 い た 作 動 装 置 ３ ７ に よ っ て 偏 心 ボ ル ト １
を 、 図 ６ に 示 し た 位 置 か ら 、 図 ７ に 示 し た 位 置 へ 変 移 さ せ る こ と に よ っ て 生 ぜ し め ら れ る
。 偏 心 ボ ル ト １ を 、 図 ７ に 示 し た 位 置 か ら 図 ６ に 示 し た 位 置 へ 運 動 さ せ る た め に は 、 第 １
実 施 例 に つ い て の 説 明 が そ れ 相 応 に 該 当 す る 。 こ の 場 合 は 、 ば ね エ レ メ ン ト ９ が 係 止 レ バ
ー ６ を 偏 心 ボ ル ト １ に 常 時 押 圧 し て い る 。 弾 性 エ レ メ ン ト ７ の 一 方 の 端 部 が 固 定 回 転 軸 ５
を 中 心 と し て 回 動 可 能 に 支 承 さ れ て い る の で 、 弾 性 エ レ メ ン ト ７ は 、 嵌 合 接 続 式 の 噛 み 合
い が 得 ら れ る ま で 、 第 ２ 転 動 面 ３ ０ の 近 く へ 接 近 運 動 さ せ ら れ る 。 偏 心 ボ ル ト １ は そ の 場
合 、 中 心 軸 線 １ ７ を 基 準 と し て 約 ４ ゜ 動 か さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
従 っ て 操 作 者 は 、 研 削 盤 を 遮 断 す る 必 要 な し に 、 切 換 え レ バ ー を 介 し て 精 密 仕 上 げ 研 削 モ
ー ド か ら 粗 研 削 モ ー ド へ 変 換 す る こ と が で き る 。 フ リ ー ホ イ ー リ ン グ か ら 強 制 連 動 へ の 切
換 え は 、 前 記 の 弾 性 的 な 中 間 ク ラ ッ チ に よ っ て 、 い か な る 運 転 状 態 に あ っ て も 、 す な わ ち
ア イ ド リ ン グ 状 態 、 停 止 状 態 お よ び 負 荷 状 態 に お い て 切 換 え る こ と が で き る 。 ま た 切 換 え
は 簡 便 で あ り 、 か つ 切 換 え ト レ ラ ン ス も 僅 か で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
図 ８ に 示 し た 弾 性 エ レ メ ン ト ７ は 、 格 別 単 純 に 実 現 で き る 実 施 形 態 で 構 成 さ れ て い る 。 弾
性 エ レ メ ン ト ７ は 第 １ の 位 置 で 示 さ れ て い る 。 弾 性 エ レ メ ン ト ７ は 、 ば ね 鋼 か ら 成 る 成 形
部 品 と し て 構 成 さ れ て お り 、 該 成 形 部 品 は 大 体 に お い て 円 弧 状 で あ る 。 弾 性 エ レ メ ン ト ７
の 第 １ 端 部 ５ １ は 、 研 削 盤 ケ ー シ ン グ （ 図 示 せ ず ） と 固 定 的 に 形 成 さ れ た 回 転 ば ね ジ ョ イ
ン ト ５ ０ 内 に 位 置 し て い る 。 弾 性 エ レ メ ン ト ７ は 第 １ 成 形 域 ４ ５ を 有 し 、 こ の 第 １ 成 形 域
は 歯 列 ４ ６ と し て 構 成 さ れ て い る 。 図 示 の 実 施 例 で は 第 １ 成 形 域 は ２ 個 の 歯 で あ る 。 し か
し 第 １ 成 形 域 は 同 じ く 単 一 歯 と し て も 、 ２ 個 以 上 の 歯 と し て 、 例 え ば ３ 個 ま た は ４ 個 の 歯

10

20

30

40

50

(10) JP 2004-508961 A 2004.3.25



と し て も 同 じ く 構 成 す る こ と が で き る 。 弾 性 エ レ メ ン ト ７ は 、 回 転 ば ね ジ ョ イ ン ト ５ ０ 内
に 緊 締 さ れ て お り 、 そ の ば ね 力 に 基 づ い て 弾 性 エ レ メ ン ト ７ の 歯 列 ４ ６ が 、 第 ２ 転 動 面 ３
０ の 外 周 面 ４ ０ の 歯 環 ８ に 圧 着 す る よ う に な っ て い る 。 歯 環 ８ は そ の 場 合 、 弾 性 エ レ メ ン
ト ７ の 歯 列 ４ ６ に 噛 み 合 う 。 こ の 噛 み 合 い 連 結 は 、 歯 列 ４ ６ を 歯 環 ８ か ら 離 間 運 動 さ せ て
噛 み 合 い を 解 消 さ せ る 力 ４ ９ を 、 弾 性 エ レ メ ン ト ７ の 第 ２ 端 部 ４ ８ に 対 し て 及 ぼ す こ と に
よ っ て 、 解 除 さ れ る 。 こ れ は 、 弾 性 エ レ メ ン ト ７ が 回 転 ば ね ジ ョ イ ン ト ５ ０ 内 に 緊 締 さ れ
て い る こ と に 基 づ い て 、 弾 性 エ レ メ ン ト ７ の ば ね 力 に こ う し て 行 わ れ る 。 弾 性 エ レ メ ン ト
７ は 、 前 記 の 第 １ 成 形 域 ４ ５ 以 外 に 、 第 ２ 成 形 域 ４ ７ を 有 し て い る 。 こ の 第 ２ 成 形 域 ４ ７
は 接 線 方 向 弾 性 を 有 し 、 従 っ て 回 転 シ ョ ッ ク ア ブ ソ ー バ と し て 役 立 つ 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
ブ レ ー キ 装 置 ３ ５ の こ の よ う な 構 成 は 、 著 し く 単 純 か つ 低 廉 で あ り 、 僅 か な 作 動 力 を 用 い
る だ け で 極 め て 簡 便 に 作 動 さ れ 、 更 に 回 転 シ ョ ッ ク ア ブ ソ ー バ 作 用 並 び に 強 制 運 転 に 対 す
る 過 負 荷 防 止 作 用 を 有 し て い る 。 所 要 ス ペ ー ス が 僅 か に な る と い う 利 点 以 外 に 、 本 発 明 の
構 成 に よ っ て 、 例 え ば 摩 耗 に 起 因 し た ギ ヤ 部 分 の ピ ッ チ 誤 差 を 補 償 す る こ と も 可 能 に な る
。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】
手 持 ち 式 研 削 盤 の 第 １ 実 施 例 の 概 略 的 な 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】
図 １ の Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ 断 面 線 に 沿 っ た 手 持 ち 式 研 削 盤 の ブ レ ー キ 装 置 部 分 の 概 略 的 な 平 面 図 で
あ る 。
【 図 ３ 】
図 １ の Ｉ Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ Ｉ 断 面 線 に 沿 っ た 概 略 的 な 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】
研 削 デ ィ ス ク を 省 い て 図 １ の 矢 印 Ｉ Ｖ の 方 向 に 見 た 手 持 ち 式 研 削 盤 部 分 の 概 略 的 な 下 面 図
で あ る 。
【 図 ５ 】
手 持 ち 式 研 削 盤 の 第 ２ 実 施 例 の 概 略 的 な 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】
ブ レ ー キ 装 置 を 第 ２ 転 動 面 と の 非 係 合 位 置 で 示 し た 、 図 ５ の Ａ － Ａ 断 面 線 に 沿 っ た 概 略 的
な 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】
ブ レ ー キ 装 置 を 第 ２ 転 動 面 と の 係 合 位 置 で 示 し た 、 図 ６ 相 当 の 概 略 的 な 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】
ブ レ ー キ 装 置 の 第 ３ 実 施 例 の 概 略 的 な 部 分 側 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 偏 心 ボ ル ト 、 　 ２ 　 歯 、 　 ３ 　 固 定 点 、 　 ４ 　 出 力 軸 、 　 ５ 　 固 定 回 転 軸 、 　 ６ 　 係
止 レ バ ー 、 　 ７ 　 弾 性 エ レ メ ン ト 、 　 ８ 　 歯 環 、 　 ９ 　 ば ね エ レ メ ン ト 、 　 １ ０ 　 手 持 ち
式 研 削 盤 、 　 １ １ 　 研 削 盤 ケ ー シ ン グ 、 　 １ ２ 　 電 動 式 の 駆 動 モ ー タ 、 　 １ ３ 　 作 業 ス ピ
ン ド ル 、 　 １ ４ 　 軸 受 、 　 １ ５ 　 研 削 デ ィ ス ク ユ ニ ッ ト 、 　 １ ６ 　 ス リ ー ブ 、 　 １ ７ 　 中
心 軸 線 、 　 １ ８ 　 偏 心 ピ ン 、 　 １ ９ 　 偏 心 軸 線 、 　 ２ ０ 　 軸 受 、 　 ２ １ 　 研 削 デ ィ ス ク 、
　 ２ ２ 　 ね じ 、 　 ２ ３ 　 パ ッ キ ン リ ン グ 、 　 ２ ４ 　 フ ァ ン 車 、 　 ２ ５ 　 室 、 　 ２ ６ 　 ダ ス
ト 吸 出 通 路 、 　 ２ ７ 　 通 路 お よ び ／ ま た は 開 口 、 　 ２ ８ 　 第 １ 転 動 面 、 　 ２ ９ 　 外 歯 リ ン
グ 、 　 ３ ０ 　 第 ２ 転 動 面 、 　 ３ １ 　 内 歯 リ ン グ 、 　 ３ ２ 　 ア ウ タ ー 歯 環 、 　 ３ ３ 　 軸 受 リ
ン グ 、 　 ３ ４ 　 軸 受 、 　 ３ ５ 　 ブ レ ー キ 装 置 、 　 ３ ６ 　 制 動 部 材 、 　 ３ ７ 　 作 動 装 置 、 　
３ ８ 　 制 動 面 、 ３ ９ 　 対 応 面 、 　 ４ ０ 　 外 周 面 、 　 ４ １ 　 中 心 部 分 、 　 ４ ２ 　 偏 心 ピ ン 、
　 ４ ３ 　 開 口 、 　 ４ ４ 　 ハ ン ド ル 、 　 ４ ５ 　 第 １ 成 形 域 、 　 ４ ６ 　 歯 列 、 　 ４ ７ 　 第 ２ 成
形 域 、 　 ４ ８ 　 第 ２ 端 部 、 　 ４ ９ 　 力 、 　 ５ ０ 　 回 転 ば ね ジ ョ イ ン ト 、 　 ５ １ 　 第 １ 端 部
、 　 α 　 角 度 、 　 ｅ 　 偏 心 距 離
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